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1 はじめに 

視覚障害者である児童・生徒に対する特別支援学校（盲学校、視覚特別支援学校、視覚

支援学校、盲特別支援学校など名称は様々である。以下、盲学校とする。）では、点字教科

書が使用されている。点字教科書は「文部科学省著作教科書」という位置付けであり、原典

となる文部科学省検定済教科書をもとにしてつくられている。原典となる検定済教科書をもと

にしつつも、これまでの視覚障害教育の蓄積や経験を踏まえ、視覚障害者である児童・生徒

の学びに沿った内容に変更している。盲学校の教員複数名が文部科学省の依頼により点

字教科書編集協力者会議の編集協力者となって編集の実務作業を担っており、短期間に

時間・労力をかけて編集原稿を作成している。 

現行の中学校学習指導要領は令和 3（2021）年度から実施され、新しい理科の教科書が

使用され始めている。これら教科書の使用に先立ち、令和 2（2020）年度に点字教科書の原

典となる検定済教科書が選定され、その検定済教科書をもとにして点字教科書が編集され

た。 

本稿では、盲学校中学部理科の点字教科書の編集について報告する。 

 

2 盲学校で使用している教科書について 

1. 盲学校で使用している教科書の種類 

盲学校では、次の(1)～(3)の教科書が各生徒の文字処理の方法に応じて給与されている。 

(1) 文部科学省検定済教科書 （盲学校以外の小・中学校と同じもの） 

(2) 拡大教科書 

(3) 点字教科書（文部科学省著作教科書） 

（他に、学習者用デジタル教科書がある。） 

 

2. 点字教科書の実際 

点字教科書は文部科学省著作教科書として発行されている。中学校理科の場合、検定

済教科書は各学年 1冊であるが、盲学校中学部理科の点字教科書は以下の分冊に分かれ

ている。 

(1) 第 1 学年 11 分冊（1-1 巻から 1-11 まで） 

(2) 第 2 学年 11 分冊（2-1 巻から 2-11 まで） 



(3) 第 3 学年 12 分冊（3-1 巻から 1-12 まで） 

いずれの学年も、前回発行の点字教科書の分冊数よりも 2冊ずつ増となっている。これは、

点字教科書の原典となる検定済教科書の内容量の増加や、点字教科書の 1 冊あたりの適

正なページ数、本の開きやすさ、持ち運びやすさを考慮したことにある。 

点字教科書の原典となる検定済教科書 （例：新しい科学 1）（梶田他、2021）は各学年 1

冊であり、1 冊あたり約 300 ページ、背表紙の厚さ約 1 cm である。一方、点字教科書は各

学年 11 冊～12 冊であり、1 冊あたりのページ数は異なる。約 120 ページでは背表紙の厚さ

約 3 cm、約 250 ページでは背表紙の厚さ約 5.5 cm となる。 

中学部理科の点字教科書には、各巻に『文部科学省著作教科書 特別支援学校中学部

視覚障害者用理科●-●』（「●-●」には「1-1」など「学年-巻数」）が記載されている。 

以下に示した図 1～図 5はいずれも実際の点字教科書の様子である。図 1は点字教科書

の原典となる検定済教科書（ここでは第 1 学年用）と、点字教科書（ここでは第 3 学年用の 4

巻）の表紙である。図 2 は点字教科書の文字のみが書かれているページの見開きの様子で

ある。図 3 は点字教科書の触図（触って理解する図）が描かれているページの様子である。

図 4 は前回発行された点字教科書であるが、原典となる検定済教科書 1 冊が点字教科書

では多くの分冊になることを示したものである。（第 2学年と第 3学年の全分冊を並べた様子

である。いずれも左端の図書が点字教科書の原典となった検定済教科書である。）図 5は点

字教科書と原典となる検定済教科書の厚みを比較するために各教科書を横から撮影した様

子である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 点字教科書の原典となる検定済教科書（ここでは第 1 学年用）と、 

点字教科書（ここでは第 3 学年用の 4 巻）の表紙 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 点字教科書の文字のみが書かれているページ（見開き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 点字教科書の触図（触って理解する図）が描かれているページ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 原典となる検定済教科書 1 冊が点字教科書では多くの分冊になる 

（左端の図書が点字教科書の原典となった検定済教科書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 点字教科書と原典となる検定済教科書の厚みの比較 

（各教科書を横から撮影した様子） 

点字教科書の厚み 

検定済教科書の厚み 



3 点字教科書（中学部理科）編集の過程について 

1. 検定済教科書（中学校理科）検定・採択の流れについて 

検定済教科書は、次のスケジュールで検定・採択が行われた。 

令和元（2019）年 検定 

令和 2（2020）年 採択 

令和 3（2021）年 使用開始 

 

2. 点字教科書（中学部理科）編集の流れ 

点字教科書は約 5 年に一度程度、編集が行われる。今回の点字教科書編集のスケジュ

ールは以下のとおりであった。なお、小学部の点字教科書についても同じような過程を経て

編集が行われる。 

令和 2（2020）年度 

6 月頃  点字教科書の原典となる検定済教科書の選定 

7 月～8 月  点字教科書編集協力者会議（国・社・数・理・英・道徳） 

7 月～8 月  編集作業 

8 月～10 月  点字教科書編集資料の執筆 

11 月～翌年 2 月 前期配本分点字教科書の校正作業 

令和 3（2021）年度 

4 月   前期配本分給与、使用開始 

4 月～7 月  後期配本分点字教科書の校正作業 

次に、上記のスケジュールに沿って詳細を報告する。 

 

3.  （6 月頃）点字教科書（中学部理科）の原典となる検定済教科書の選定について 

選定にあたっての基本的な考え方は次のとおりである。 

(1) 複数の検定済教科書から選定すること。 

(2) 点訳しやすい内容であること。 

(3) 弱視生徒にも見やすい内容であること。 

(3)が設定されている理由は、点字教科書の原典となる検定済教科書は、拡大教科書とし

ても教科書出版社から発行され、全国の盲学校で利用されるためである。 

なお、全国には盲学校が 67 校あるが、盲学校で使用している中学部理科の点字教科書

は 1 種類である。（拡大教科書も同様に 1 種類である。原典となる検定済教科書は点字教

科書と同じである。）つまり、全国の盲学校が同じ点字教科書を使用している。（小学部も同

様である。高等部については義務教育課程ではないこともあり、使用している点字教科書の

選定方法や編集の過程などが大きく異なるため、本稿では割愛する。） 

点字教科書や拡大教科書の原典となる検定済教科書は、令和 3（2021）年度から使用す

る教科書については以下に決定した。 

(1) 小学部 『新編 新しい理科 3～6』（東京書籍） 

(2) 中学部 『新編 新しい科学 1～3』（東京書籍） 



 

4. （7 月～8 月）点字教科書（中学部理科）編集協力者会議及び編集作業について 

令和 2（2020）年度の編集協力者会議は、編集協力者は各教科 11 名ずつ、全国の盲学

校教員や大学教員に依頼された。第 1 回の編集協力者会議（中学部理科）では、3 学年分

の物理、化学、生物、地学等の各単元、巻頭資料・巻末資料・本文中の基礎操作などの編

集作業箇所の分担を行った。 

編集の基本方針は次のとおりである。（『特別支援学校（視覚障害）中学部点字教科書の

編集資料（令和 3 年 4 月）』 （文部科学省初等中等教育局特別支援教育課、2021）から） 

(1) 原典教科書の内容そのものの大幅な変更は行わないこと。 

(2) やむを得ず原典教科書の内容を修正したり、差し替えたりする場合には、点字を常用

して学習する生徒の特性を考慮するとともに、必要最小限にとどめること。 

(3) 特に図、表、写真等の取扱いは、慎重に行い、点図化や文章化するなど、できる限り

原典教科書に沿った点訳ができるように工夫すること。 

編集協力者は長期休業中である夏季休業中に 6 回程度の編集協力者会議に出席する

ほか、個々に編集作業に専念する。具体的には、原典となる検定済教科書をもとにして、点

字教科書の本文となる文章、図表の編集原稿の作成にあたる。点字教科書（中学部理科）

の編集作業には次のような特徴がある。 

(1) 原典となる検定済教科書をそのまま点訳（点字化）したものではない。 

(2) 「変更」「差し替え」「追加」「削除」を行い、編集原稿を作成する。 

(3) 特に観察や実験は、視覚障害のある生徒が自身の保有する感覚を活用して自ら実

感をもって学べるように（主体的に取り組める内容、体験を通して実感できる内容に）変

更している。 

(4) つまり、原典教科書と点字教科書は全く同じ内容ではない。点字教科書の内容は原

典教科書とは大きく異なる部分がある。 

(5) 点字教科書の内容を、普通文字（盲学校では墨字・すみじと呼ぶ。）に翻訳（点訳の

逆で、盲学校では墨訳という。）した図書はない。 

(6) 原典教科書をもとに点字教科書に編集するにあたっての方針や大きな変更箇所につ

いては点字教科書編集資料に紹介されているが、小さな変更箇所も含めて全てが記載

されているわけではない。 

 

5. （8 月～10 月）点字教科書編集資料（『特別支援学校（視覚障害）中学部点字教科書

の編集資料（令和 3 年 4 月）』）の執筆について 

編集協力者は、編集原稿の作成後に、点字教科書編集資料の執筆にあたった。これは、

原典となる検定済教科書から点字教科書への「変更内容」「備考」「補足資料」の詳細につ

いて、原典となる検定済教科書の学年ごと、ページごとに記載したものであり、点字教科書

の発行後に文部科学省の web で公開される。今回使用している点字教科書（中学部理科）

の点字教科書編集資料は全 253 ページであり、前回の編集資料全 149 ページから大幅増

加し、内容の充実が図られた。 



夏季休業中は編集原稿の作成にかかりきりとなるため、必然的に編集資料の執筆は夏

季休業後の新学期等に普段の職務と並行して勤務時間外に行っている。編集協力者の負

担は大きいが、編集資料は今後数年間、全国の盲学校で使用される点字教科書の根拠資

料となるから、いずれの編集協力者も苦労をいとわず、責任感と熱意をもって集中力を維持

して、執筆にあたっている。 

点字教科書編集資料は、インターネットの検索サイトで「点字教科書編集資料」で検索す

ると見付けることができる。文部科学省の該当ページは次のとおりである。（令和 4（2022）年

5 月 31 日確認）https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/1400790.htm 

上記ページから一部分を紹介する。図 6、図 7 のようなページを見ることができる。 

 

図 6 点字教科書編集資料（中学部理科）の一部分 



図 7 点字教科書編集資料（中学部理科）の一部分 

 

6. （11 月～翌年 7 月）点字教科書の校正作業について 

点字教科書の編集作業後に、点字教科書を出版する事業者が入札により決定する。決

定した事業者（点字出版所）には、文部科学省から編集原稿が提示され、翌年にかけて点

字出版所において編集原稿をもとに点字教科書が作成された。 

点字教科書本文の点訳（点字化）がおおよそ完成すると、点字出版所からは第 1校と第 2

校が順次、編集協力者の主査、副主査等に送付され、編集協力者会議において作成した編

集原稿と齟齬がないか、内容の読み合わせが行われる。読み合わせ作業は点字触読者で

ある盲学校教員と晴眼者である編集協力者がペアになって行われる。今回使用している点

字教科書（中学部理科）は 3 学年分で全 35 分冊分であり、読み合わせ作業には 1 冊あた

り平均して約 6 時間（第 1 校、第 2 校）を要した。 



点字触読者である盲学校教員との校正作業を通して、作成した編集原稿が点字教科書

の内容として不十分であることに気付くこともあり、原稿を変更せざるを得ないこともあった。

（ただし、ここでは大きな変更は行わず、軽微な変更のみで行った。その理由は、点字出版

所に提示された編集原稿は、既に文部科学省内で決裁を受けたものであり、大きな変更は

その時点では困難だからである。）点字という特性上、第 1 校、第 2 校として実際に刷り上っ

た教科書を触読して初めて気付くことも多く、点字触読者である盲学校教員とのペアでの読

み合わせ作業は非常に重要な過程である。 

読み合わせ作業においては、特に図について、以下の観点で確認を行った。 

(1) 生徒に分かりやすい図であるか 

(2) 真に掲載が必要な図であるか 

目で見て理解する者と、指先でみて理解する点字触読者とでは、図の認識の仕方が大き

く異なるため、図の位置付けや意味合いについて、十分に考慮したうえで点字教科書を作成

する必要がある。検定済教科書をもとに点字教科書を編集（作成）する困難さの一つはここ

にあり、点字教科書を使用する児童・生徒の立場に常に立って、編集作業を進めることは大

変重要である。 

 

4 中学部理科の点字教科書の記載の具体例 

観察や実験について、原典となる検定済教科書と点字教科書で、準備する物や観察や実

験の方法に大きな違いがある。また、基礎操作としての薬品の取り扱い方や、盲学校に独

自の教具である感光器の使い方などを点字教科書に掲載している。以下、検定済教科書の

該当ページと、点字教科書編集資料を対比させながら、具体例 1.～6.を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1. 第 1 学年 単元 1 いろいろな生物とその共通点 第 3 章 動物の分類 観察 4 動物

のからだのつくり 

検定済教科書では煮干し（カタクチイワシ）などが用いられているが触察には小さいため、

点字教科書では触察に適した大きさであるアジなどを使用する。また、魚に火を通してから

観察する方法が取られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



2. 第 1 学年 単元 3 身のまわりの現象 第 1 章 光の世界 

検定済教科書にはないが、点字教科書の単元の導入において感光器を用いて光の進み

方を調べる実験を行う。光は空気中を直進するという基本的な概念を実験によって確かめる

方法が、点字教科書のみに掲載されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3. 第 1 学年 単元 2 身のまわりの物質 第 3 章 水溶液の性質 実験 5 水にとけた物

質をとり出す 

検定済教科書と点字教科書では実験の方法が異なっている。点字教科書ではガラス棒

や感光器を用いて試験管の中の様子を観察する方法が取られており、生徒自身が保有する

感覚を用いて確認できるようになっている。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4. 第 3 学年 単元 4 地球と宇宙 プロローグ 星空をながめよう 継続観察をしよう 

検定済教科書と点字教科書では、星の観察の方法が異なっている。点字教科書では、生

徒自身が体の動きを用いて星の動きを理解する方法が取られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



5. 第 1 学年 巻末資料 感光器の使い方 

盲学校に必須の教具である感光器の使い方は、原典となる検定済教科書には掲載され

ておらず、点字教科書のみに掲載されている。以下、感光器の使い方の一部を引用する。 

 

 

 



6. 第 1 学年 巻末資料 薬品のあつかい方 

薬品のあつかい方については、視覚的な操作の困難さから盲学校独自の方法に置き換

えられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

5 点字教科書編集の困難さについて 

点字教科書編集における困難さについては、以下の点が挙げられる。 

1. 晴眼者用につくられた検定済教科書をもとにすることの困難さ 

検定済教科書はあくまでも晴眼者である児童・生徒を対象として作成されたものである。

原典となる検定済教科書は、見渡す、見比べる、視経験から想起する等の視覚情報を主と

した構成となっているため、視覚障害者である児童・生徒の学習方法や生活経験に基づい

た点字教科書を、検定済教科書を原典として編集することには大きな困難がある。 



 

2. 視覚障害者である児童生徒の認知等の特性を考慮した編集の必要性 

検定済教科書の記述にとらわれず、視覚障害者である児童・生徒の認知等の特性を考

慮して編集原稿を作成する必要がある。そのためには、教科指導の専門性と視覚障害への

配慮の専門性が必須となる。編集原稿の作成にあたっては、視覚障害教育における長年の

実践・蓄積を反映するよう努力しているが、そのために原典となる検定済教科書と記述が異

なる場合も出てくる。点字教科書は文部科学省著作教科書であるから、これらの差異につい

ては、文部科学省の担当課に粘り強く、根気強く、丁寧に説明し、理解を求めていく必要が

ある。 

 

6 点字教科書の活用に当たって 

点字教科書には、これまでの視覚障害教育の実践の蓄積が反映されており、積極的な活

用が望まれる。古くから行われている授業実践だけでなく、新規に開発された教材や指導法

なども改訂のたびに掲載されている。 

一方、先述（3 の 4.）のとおり、点字教科書の内容を、普通文字（墨字）に翻訳（墨訳）した

図書はない。そのため、授業者は原典である検定済教科書と点字教科書編集資料を照らし

合わせ、点字教科書を事前に読み込むなど、入念な授業準備が重要となる。 

 

7 全国の盲学校数や設置されている学部、在籍幼児・児童・生徒数と、点字教科書の発行

部数等について 

1. 盲学校数について 

全国には、67 校 1 分校（1 分校は平成 23（2011）年度から休校中）が設置されている。内

訳は、国立 1 校、都道府県立 62 校、市立 3 校、私立 1 校である。 

 

2. 設置されている学部について 

盲学校により、①～④のパターンがある。（幼：幼稚部、小：小学部、中：中学部、高：高等

部の略である。高等部には普通科や専攻科（職業課程）が設置されている。） 

(1) 幼・小・中のみの学校 

(2) 小・中のみの学校 

(3) 高のみの学校 

(4) 幼・小・中・高のある学校 

 

3. 盲学校の幼児・児童・生徒数について 

(1) 直近 5 年間の在籍数について 

全国盲学校長会の調査によると、以下のとおりである。 

令和 3（2021）年度 2,366 名 

令和 2（2020）年度 2,502 名 

令和元（2019）年度 2,616 名 



平成 30（2018）年度 2,731 名 

平成 29（2017）年度 2,793 名 

…（略）… 

平成 23（2011）年度 3,464 名（10 年前） 

(2) 1 校あたりの在籍数について 

令和 3（2021）年度を例にして考えると、単純計算で 2366÷67≒35 となり、1 校あたり

35 名となる。つまり、幼稚部から高等部まで 1 校の 1 学年あたり 2 名程度の在籍数とな

る。 

(3) 1 校あたりの中学部生徒の在籍数について 

全国盲学校長会の調査によると、令和 3（2021）年度には、視覚障害のみの単一障害、

その他の障害を併せ有する重複障害の生徒数は、412 名であった。教科学習が可能（と

考えられる）視覚障害のみの単一障害の生徒数は、1 校あたり 0 名～12 名（ただし、筑波

大学附属視覚特別支援学校は約 30 名である。）であり、多くの学校は 1 名～4 名であ

る。この数値から、中学部を設置する各校では各学年に 1 名ずつ程度しか点字教科書を

使用する生徒がいないと考えられる。 

 

4. 令和 3（2021）年度の全国での点字教科書（小学部・中学部理科）発行部数及び価格

（1 セットの価格）について 

小学部・中学部理科の点字教科書を発行する点字出版所によると、以下の部数が各学

年で点字教科書が発行されている。大変少ない部数しか発行されていないことが分かる。 

また、発行部数が少ないために、点字教科書 1 セットの価格は検定済教科書と比較して

大変高額であることが分かる。当然のことながら、点字教科書も無償給与の対象であり、児

童・生徒の直接の負担はない。以下、小学部と中学部理科の各学年の点字教科書の令和

3（2021）年度発行部数と、1 セットの価格について記す。 

(1) 小学部 

第 3 学年 22 セット 全 5 分冊 68,492 円 

（検定済教科書は 1 冊 657 円であり、104 倍である。） 

第 4 学年 26 セット 全 5 分冊 91,928 円 

（検定済教科書は 1 冊 907 円であり、101 倍である。） 

第 5 学年 23 セット 全 5 分冊 75,563 円 

（検定済教科書は 1 冊 1,004 円であり、75 倍である。） 

第 6 学年 31 セット 全 5 分冊 92,534 円 

（検定済教科書は 1 冊 1,004 円であり、92 倍である。） 

(2) 中学部 

 

第 1 学年 32 セット 全 11 分冊 178,206 円 

（検定済教科書は 1 冊 769 円であり、232 倍である。） 

第 2 学年 30 セット 



全 11 分冊 223,681 円 

（検定済教科書は 1 冊 769 円であり、291 倍である。） 

第 3 学年 32 セット 全 12 分冊 239,733 円 

（検定済教科書は 1 冊 769 円であり、312 倍である。） 

 

8 おわりに 

点字教科書の編集にあたり、視覚障害教育における実践の蓄積や経験を踏まえ、視覚

障害者である児童・生徒の学びに沿った内容に変更することで、児童・生徒が自身の保有す

る感覚を活用して自ら実感をもって学べるようになる。特に、観察や実験に児童・生徒が主

体的に取り組み、体験を通して実感できるようにすることは大変重要である。児童・生徒数の

減少により発行数の減少が懸念されるが、使用する児童・生徒が一人でもいるならば、その

児童・生徒のためにより良い編集作業を進めたい。一方で、点字教科書は原典となる検定

済教科書をもとに文部科学省著作教科書として発行されることから、原典の内容を大きく変

更することは難しい側面もある。次回、小学部の点字教科書の改訂は令和 5（2023）年度、

中学部は令和 6（2024）年度が予定されている。今後再び編集作業に携わる場合には、編集

作業の過程において十分に検討や相談をしながら、児童・生徒の学びに沿ったより良い点

字教科書の編集原稿を作成していきたいと考えている。 
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